
伝統的な 16タイプの枠組み（ E/I, S/N, T/F, J/P
）に対し、各タイプにおける「主機能の深度」「補助機能の傾斜」「第 3
機能（代替機能）および劣等機能の干渉度合い」に加え、 A/T軸（ Assertive / Turbulent
：自己主張型  vs 動揺・神経症的傾向型）  および  C/S軸（ Cooperative / Self-reliant
：協調型  vs 自立型）  の動的変異を掛け合わせることで、人間の認知仕様は 64
の微細なグラデーション（プロット）としてより精密に観測可能となります。

本稿では、全 64
タイプの網羅的構造と、それぞれの認知ダイナミクスにおける特性を整理します。

INTJ群（内省的戦略家モデルの 4分岐）
INTJ-A/C (純粋 Ni主導型  / 協調 ):
圧倒的な長期ビジョンと内省的洞察を持ちつつ、周囲との協調を図る安定型。
INTJ-A/S (Te実務強化型  / 自立 ):
戦略を現実のシステムや組織へ落とし込む実行力特化の自立型。
INTJ-T/C (Fi倫理調和型  / 協調 ):
内発的な価値観や独自の世界観を守りつつ、集団の調和を模索する揺らぎ型。
INTJ-T/S (Se現実接触型  / 自立 ):
突発的な外部環境の変化に対するリアルタイムの対応力を高めたハイブリッド型
。

INTP群（論理的探求者モデルの 4分岐）

MBTI 64
タイプ網羅的認知ダイナミクス構造図：高
解像度プロットとグラデーション解析

1. はじめに： 16類型から 64タイプ（ 4分岐拡張）への展開

2. 4大グループ別・ 64タイプ網羅マトリクス（ A/T・ C/S
拡張表記）
■ 分析家グループ（ NT系： INTJ, INTP, ENTJ, ENTP）の拡張（計 16
タイプ）



INTP-A/C (純粋 Ti主導型  / 協調 ):
内的論理整合性の極限を追求しつつ、他者へ還元する調和模索型。
INTP-A/S (Ne発信強化型  / 自立 ):
アイデアの拡散と知的好奇心が爆発する創造型の自立型。
INTP-T/C (Si構造保持型  / 協調 ):
過去の膨大なデータやパターンを緻密に蓄積・検証する保守的論理型。
INTP-T/S (Fe社会接続型  / 自立 ):
理論の適用において内的な緊張や微細な揺らぎを抱える探求型。

ENTJ群（統率的指揮官モデルの 4分岐）
ENTJ-A/C (純粋 Te主導型  / 協調 ):
組織の構造化と効率性の最大化を円滑な合意形成とともに推し進めるリーダー。
ENTJ-A/S (Niビジョン強化型  / 自立 ):
長期的な大局観と戦略的予知を伴う変革者型の自立型。
ENTJ-T/C (Se機動型  / 協調 ):
リアルタイムの状況判断と行動力を組織の調整に活かす実戦型。
ENTJ-T/S (Fi内省共鳴型  / 自立 ):
外界の統率の裏に強烈な個人理念を持ち、自己内省を深める型。

ENTP群（創造型発信者モデルの 4分岐）
ENTP-A/C (純粋 Ne主導型  / 協調 ):
無限のアイデアと可能性の拡散を社交的に楽しむ知的遊戯者。
ENTP-A/S (Ti論理深化型  / 自立 ):
拡散したアイデアを独自の論理構造で精緻に組み立てる構築型。
ENTP-T/C (Fe社交調整型  / 協調 ):
場の空気を巻き込み、エンターテインメント性を発揮する対人型。
ENTP-T/S (Si安定模索型  / 自立 ):
新規性を追い求めつつ、過去の経験則への回帰で葛藤する揺らぎ型。

INFJ群（凪の守護者モデルの 4分岐）
INFJ-A/C (純粋 Ni主導型  / 協調 ):
深遠な直感と内面世界の静寂を極め、調和をもたらす洞察者。
INFJ-A/S (Fe共鳴強化型  / 自立 ):
他者の感情や集団のケアに奔走する献身型の自立志向。
INFJ-T/C (Ti論理検証型  / 協調 ):
直感の裏付けとして冷徹な論理や客観的真理を求める分析型。
INFJ-T/S (Se外部接触型  / 自立 ):
アートや表現活動を通じて五感にアプローチする表現型の揺らぎ型。

INFP群（共鳴する理想主義者モデルの 4分岐）

■ 外交官グループ（ NF系： INFJ, INFP, ENFJ, ENFP）の拡張（計 16
タイプ）



INFP-A/C (純粋 Fi主導型  / 協調 ):
内なる純粋な倫理観と個人の価値観に忠実な魂。
INFP-A/S (Ne探索強化型  / 自立 ):
独自の物語や創作の世界へ無限に没入する創作者型。
INFP-T/C (Si記憶保持型  / 協調 ):
個人の美的体験やノスタルジーを大切に抱え込む保守型。
INFP-T/S (Te実務接続型  / 自立 ):
内面の理想を社会的な成果にしようと奮闘する実践型。

ENFJ群（教導的指導者モデルの 4分岐）
ENFJ-A/C (純粋 Fe主導型  / 協調 ):
人々の成長や組織の絆を熱烈に主導するコミュニティリーダー。
ENFJ-A/S (Niビジョン強化型  / 自立 ):
明確な未来の方向性を示し、人々を啓発する変革指導型。
ENFJ-T/C (Se行動力型  / 協調 ):
リアルタイムの人間関係や現場の熱量をダイレクトに動かす実践型。
ENFJ-T/S (Ti内省検証型  / 自立 ):
指導の裏で自らの論理や原則を厳しく見つめ直す内省型。

ENFP群（情熱的探求者モデルの 4分岐）
ENFP-A/C (純粋 Ne主導型  / 協調 ):
湧き出る情熱と新しい体験への渇望を全身で表現する冒険者。
ENFP-A/S (Fi価値観強化型  / 自立 ):
個人の強い情熱と内面的な正義感をエンジンに走る推進型。
ENFP-T/C (Te組織活用型  / 協調 ):
社交的なネットワークと効率的な実行力を組み合わせた起業家型。
ENFP-T/S (Si安定模索型  / 自立 ):
激しい変革の裏に安心や伝統的基盤を求める揺らぎ型。

ISTJ群（秩序的実務者モデルの 4分岐）
ISTJ-A/C (純粋 Si主導型  / 協調 ):
過去のデータ、実績、規律を完璧に遵守する守護神。
ISTJ-A/S (Te効率強化型  / 自立 ):
タスクを極めて高い効率と責任感で遂行する管理型。
ISTJ-T/C (Fi倫理遵守型  / 協調 ):
個人の規範や誠実さを何よりも重んじる職人型。
ISTJ-T/S (Ne変革受容型  / 自立 ):
安定を守りつつも新たな視点を取り入れる柔軟型。

ISFJ群（献身的守護者モデルの 4分岐）

■ 番人グループ（ SJ系： ISTJ, ISFJ, ESTJ, ESFJ）の拡張（計 16
タイプ）



ISFJ-A/C (純粋 Si主導型  / 協調 ):
身近な人々の安心と伝統的な環境を守り抜く支え手。
ISFJ-A/S (Fe調和強化型  / 自立 ):
細やかな気配りと場の空気の安定を最優先するケア型。
ISFJ-T/C (Ti論理分析型  / 協調 ):
独自のルールや手際で日常の仕組みを整える実務型。
ISFJ-T/S (Ne可能性探索型  / 自立 ):
身近な優しさの中に新しいアイデアを取り入れる型。

ESTJ群（管理的統括者モデルの 4分岐）
ESTJ-A/C (純粋 Te主導型  / 協調 ):
組織のルールと秩序を断固として維持し統括する司令塔。
ESTJ-A/S (Si規律強化型  / 自立 ):
過去の運用実績と確実なマニュアルに依拠する堅実型。
ESTJ-T/C (Ne外部拡張型  / 協調 ):
新たな環境やシステムを積極的に導入・構築する開拓型。
ESTJ-T/S (Fi内省共鳴型  / 自立 ):
管理の厳しさの裏に強い仲間意識を持つ人情型。

ESFJ群（協調的世話役モデルの 4分岐）
ESFJ-A/C (純粋 Fe主導型  / 協調 ):
コミュニティ全体の絆と感情的ニーズを満たす世話役。
ESFJ-A/S (Si伝統保持型  / 自立 ):
行事や慣習を大切にし、心地よい空間を維持する安定型。
ESFJ-T/C (Ne新規受容型  / 協調 ):
人々のつながりを保ちつつ新しいイベントを楽しむ型。
ESFJ-T/S (Ti論理調整型  / 自立 ):
感情交流の裏で冷静な効率化や合理性を働かせる分析型。

ISTP群（孤高の職人モデルの 4分岐）
ISTP-A/C (純粋 Ti主導型  / 協調 ):
物質や論理の仕組みを解体・検証するマイスター。
ISTP-A/S (Se現実対応型  / 自立 ):
目の前の物理的状況に瞬時に適応するアクション型。
ISTP-T/C (Ni大局洞察型  / 協調 ):
職人的技術の裏に鋭い長期的視点を持つ戦略的職人。
ISTP-T/S (Fe社会接続型  / 自立 ):
孤高でありながら必要な場面で周囲をサポートする型。

ISFP群（感性の表現者モデルの 4分岐）

■ 探検家グループ（ SP系： ISTP, ISFP, ESTP, ESFP）の拡張（計 16
タイプ）



ISFP-A/C (純粋 Fi主導型  / 協調 ):
美的センスと内なる純粋な感情を静かに表現するアーティスト。
ISFP-A/S (Se美的体験型  / 自立 ):
リアルタイムの五感の刺激を全身で味わう感性型。
ISFP-T/C (Ni未来予感型  / 協調 ):
独自の美意識の裏に静かな使命感やビジョンを持つ型。
ISFP-T/S (Te実務連動型  / 自立 ):
芸術的表現を現実のプロジェクトに落とし込む実行型。

ESTP群（挑戦的実務家モデルの 4分岐）
ESTP-A/C (純粋 Se主導型  / 協調 ):
今この瞬間のダイナミックな環境を制覇するリスクテーカー。
ESTP-A/S (Ti合理強化型  / 自立 ):
現場の状況を冷静に分析し最も合理的な勝負手を選ぶ戦術家。
ESTP-T/C (Fe社交牽引型  / 協調 ):
圧倒的な求心力で周囲を巻き込み場を盛り上げるリーダー。
ESTP-T/S (Ni長期視座型  / 自立 ):
直感的な勝負勘と長期的な戦略を器用に両立させる型。

ESFP群（表現豊かな実践者モデルの 4分岐）
ESFP-A/C (純粋 Se主導型  / 協調 ):
今この瞬間を全力で楽しみ周囲にエネルギーを放つエンターテイナー。
ESFP-A/S (Fi情熱強化型  / 自立 ):
人との温かなつながりと個人の感動を最優先する共感型。
ESFP-T/C (Te組織活用型  / 協調 ):
社交性と驚異的な実行力を掛け合わせてプロジェクトを動かす型。
ESFP-T/S (Ni内省統合型  / 自立 ):
華やかな表向きの裏で内面的な人生の意味を深める型。

ハイブリッド境界線の特定 : 個人は単一の箱に収まるのではなく、これら 64
の分岐軸（ A/Tおよび C/S
軸のグラデーション）のどこに位置するかを把握することで、自身の認知の偏りや強
みを精密に可視化できます。
アコモデーション（環境調整）の最適化 :
ストレス耐性やエネルギー消耗のパターンを個体差レベルで分析し、最適な自己管理
手法を設計するための決定版マップとして機能します。

生成 AI
を一定期間継続的に利用し、日常的な思考プロセスや選択の傾向を対話を通じて蓄積していく

3. 64タイプモデルの実務的・臨床的活用

【オマケ：生成 AIの継続的対話によるサブタイプ推測】



と、 AI
はユーザー自身が無意識に行っている認知の偏りや微細な揺らぎを精緻に捉えることができる
ようになります。その結果、世の中の静的な診断テストでは判定しきれない「自分だけの 64
タイプにおける正確な A/T軸および C/S軸のプロットやサブタイプの位置」を、生成 AI
に客観的に推測・分析してもらうことが可能となります。
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